
(57)【要約】

【課題】入力を無効とする操作部を使用者によって選択

できる加熱調理器を提供することを目的とする。

【解決手段】トッププレート１２上に載置される調理容

器を加熱する複数の加熱部１５と、トッププレート１２

の下方に加熱部１５に対応して設けた複数の加熱手段１

４と、それぞれの加熱手段１４に対応して設けた加熱調

理を行うための命令を入力する操作部１６と、操作部１

６への入力操作を検知する検知部１７と、検知部１７か

らの信号により加熱手段１４を制御する制御手段１８と

、操作部１６のうち入力を無効とするものを選択する選

択手段１９とを備え、選択手段１９により選択された操

作部１６からの入力を無効とすることにより、不測の事

態が発生すると予想される操作部の誤操作を防止するこ

とができる。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
外 郭 を 構 成 す る 本 体 と 、 前 記 本 体 の 上 面 に 設 け た ト ッ プ プ レ ー ト と 、 前 記 ト ッ プ プ レ ー ト
上 方 に 載 置 さ れ る 調 理 容 器 を 加 熱 す る 複 数 の 加 熱 部 と 、 前 記 ト ッ プ プ レ ー ト の 下 方 に 前 記
加 熱 部 に 対 応 し て 設 け た 複 数 の 加 熱 手 段 と 、 そ れ ぞ れ の 前 記 加 熱 手 段 に 対 応 し て 設 け た 加
熱 調 理 を 行 う た め の 命 令 を 入 力 す る 操 作 部 と 、 前 記 操 作 部 へ の 入 力 操 作 を 検 知 す る 検 知 部
と 、 前 記 検 知 部 か ら の 信 号 に よ り 前 記 加 熱 手 段 を 制 御 す る 制 御 手 段 と 、 前 記 操 作 部 の う ち
入 力 を 無 効 と す る も の を 選 択 す る 選 択 手 段 と を 備 え 、 前 記 選 択 手 段 に よ り 選 択 さ れ た 操 作
部 か ら の 入 力 を 無 効 と す る 加 熱 調 理 器 。
【 請 求 項 ２ 】
操 作 部 は 同 一 命 令 を 入 力 す る も の を 異 な る 位 置 に 複 数 ま た は 複 数 組 設 け 、 選 択 手 段 に よ り
選 択 さ れ た 操 作 部 ま た は 操 作 部 の 組 か ら の 入 力 を 無 効 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 加 熱 調 理 器
。
【 請 求 項 ３ 】
選 択 手 段 に よ る 選 択 結 果 を 記 憶 す る 記 憶 手 段 を 備 え た 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 加 熱 調 理
器 。
【 請 求 項 ４ 】
表 示 手 段 を 備 え 、 選 択 手 段 に よ り 入 力 を 無 効 と し て い る 操 作 部 ま た は 操 作 部 の 組 を 表 示 す
る 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 加 熱 調 理 器 。
【 請 求 項 ５ 】
操 作 部 の う ち 少 な く と も 一 つ は 本 体 前 面 に 設 け た 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 加
熱 調 理 器 。
【 請 求 項 ６ 】
操 作 部 の う ち 少 な く と も 一 つ は ト ッ プ プ レ ー ト ま た は ト ッ プ プ レ ー ト を 配 設 し た ト ッ プ フ
レ ー ム 上 面 に 設 け た 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 加 熱 調 理 器 。
【 請 求 項 ７ 】
加 熱 手 段 の う ち 少 な く と も １ つ は 誘 導 加 熱 手 段 で あ る 請 求 項 １ ～ ６ の い ず れ か １ 項 に 記 載
の 加 熱 調 理 器 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 一 般 家 庭 に お け る キ ッ チ ン や 業 務 用 な ど に 用 い ら れ る 加 熱 調 理 器 に 関 す る も
の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 こ の 種 の 加 熱 調 理 器 と し て 誘 導 加 熱 調 理 器 が 普 及 し て お り 、 複 数 の 加 熱 手 段 に 対
応 し て 設 け た 加 熱 調 理 の 命 令 入 力 を 行 う 操 作 部 を す べ て ト ッ プ プ レ ー ト 上 面 に 設 け た も の
（ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 、 あ る い は 操 作 部 を ト ッ プ プ レ ー ト 上 面 と 本 体 前 面 と の ２ 箇
所 に 別 け て 設 け 、 本 体 前 面 の 操 作 部 に は ト ッ プ プ レ ー ト 上 面 の 操 作 部 の 操 作 を 禁 止 す る 手
段 を 設 け た も の （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ２ 参 照 ） な ど が 知 ら れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ ０ － ２ １ ４ ６ ７ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ７ ７ ６ ３ ４ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し な が ら 、 前 記 従 来 の 構 成 に お い て 、 操 作 部 を す べ て ト ッ プ プ レ ー ト 上 面 に 設 け た
も の で は 、 例 え ば 、 調 理 中 、 使 用 者 が 誤 っ て 調 理 容 器 を ず ら し た り し た 場 合 、 そ の 拍 子 に
調 理 容 器 の 底 部 で 不 要 な 操 作 部 を 操 作 し た り 、 不 用 意 に 使 用 者 の 手 が 操 作 部 に 触 れ て 誤 操
作 し ま う こ と が 生 じ た 。 ま た 、 操 作 部 を ト ッ プ プ レ ー ト 上 面 と 本 体 の 前 面 と の ２ 箇 所 に 別
け て 設 け 、 本 体 前 面 の 操 作 部 に は ト ッ プ プ レ ー ト 上 面 の 操 作 部 の 操 作 を 禁 止 す る 手 段 を 設
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け た も の で は 、 操 作 部 の 誤 操 作 問 題 は 少 な く な る が 、 本 体 前 面 の 操 作 部 は 背 の 低 い 子 供 に
も 手 の 届 く 位 置 で あ る こ と か ら 、 子 供 の 悪 戯 に よ り 誤 操 作 が 発 生 す る と い う 課 題 が あ っ た
。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は 、 前 記 従 来 の 課 題 を 解 決 す る も の で 、 加 熱 調 理 の 命 令 入 力 を 行 う 操 作 部 の 誤 操
作 を な く す こ と が で き る 加 熱 調 理 器 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 前 記 従 来 の 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 の 加 熱 調 理 器 は 、 加 熱 調 理 の 命 令 入 力 を 行 う
操 作 部 の う ち 入 力 を 無 効 と す る も の を 選 択 手 段 に よ り 選 択 す る よ う に し 、 選 択 手 段 に よ り
選 択 さ れ た 操 作 部 か ら の 入 力 を 無 効 と す る よ う に し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ れ に よ っ て 、 使 用 者 は 誤 操 作 が 発 生 す る 恐 れ が あ る 操 作 部 か ら の 入 力 を 無 効 と す る よ
う に 選 択 手 段 に よ り 選 択 す る こ と が で き る の で 、 操 作 部 の 誤 操 作 を な く す こ と が で き 、 使
い 勝 手 が 良 く 、 安 全 性 が 確 保 で き る も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 加 熱 調 理 器 は 、 操 作 部 の 誤 操 作 を な く す こ と が で き 、 使 い 勝 手 が 良 く 、 安 全 性
が 確 保 で き る も の で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 第 １ の 発 明 は 、 外 郭 を 構 成 す る 本 体 と 、 前 記 本 体 の 上 面 に 設 け た ト ッ プ プ レ ー ト と 、 前
記 ト ッ プ プ レ ー ト 上 方 に 載 置 さ れ る 調 理 容 器 を 加 熱 す る 複 数 の 加 熱 部 と 、 前 記 ト ッ プ プ レ
ー ト の 下 方 に 前 記 加 熱 部 に 対 応 し て 設 け た 複 数 の 加 熱 手 段 と 、 そ れ ぞ れ の 前 記 加 熱 手 段 に
対 応 し て 設 け た 加 熱 調 理 を 行 う た め の 命 令 を 入 力 す る 操 作 部 と 、 前 記 操 作 部 へ の 入 力 操 作
を 検 知 す る 検 知 部 と 、 前 記 検 知 部 か ら の 信 号 に よ り 前 記 加 熱 手 段 を 制 御 す る 制 御 手 段 と 、
前 記 操 作 部 の う ち 入 力 を 無 効 と す る も の を 選 択 す る 選 択 手 段 と を 備 え 、 前 記 選 択 手 段 に よ
り 選 択 さ れ た 操 作 部 か ら の 入 力 を 無 効 と す る 加 熱 調 理 器 と す る こ と に よ り 、 使 用 者 は 誤 操
作 が 発 生 す る 恐 れ が あ る 操 作 部 か ら の 入 力 を 無 効 と す る よ う に 選 択 手 段 に よ り 選 択 す る こ
と が で き る の で 、 操 作 部 の 誤 操 作 を な く す こ と が で き 、 使 い 勝 手 が 良 く 、 安 全 性 が 確 保 で
き る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 第 ２ の 発 明 は 、 特 に 、 第 １ の 発 明 に お い て 、 操 作 部 は 同 一 命 令 を 入 力 す る も の を 異 な る
位 置 に 複 数 ま た は 複 数 組 設 け 、 選 択 手 段 に よ り 選 択 さ れ た 操 作 部 ま た は 操 作 部 の 組 か ら の
入 力 を 無 効 と す る こ と に よ り 、 使 用 者 は 誤 操 作 が 発 生 す る 恐 れ が あ る 異 な る 位 置 の 操 作 部
ま た は 操 作 部 の 組 か ら の 入 力 を 無 効 と す る よ う に 選 択 手 段 に よ り 選 択 す る こ と が で き る の
で 、 使 用 者 に と っ て 操 作 部 の 誤 操 作 を な く す こ と が で き 、 使 い 勝 手 が 良 く 、 安 全 性 が 確 保
で き る も の で あ る 。 特 に 、 操 作 部 の 組 で 選 択 す る も の は 、 ま と め て 選 択 で き る の で 、 個 々
の 操 作 部 を 設 定 す る 手 間 を 省 く こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 第 ３ の 発 明 は 、 特 に 、 第 １ ま た は 第 ２ の 発 明 に お い て 、 選 択 手 段 に よ る 選 択 結 果 を 記 憶
す る 記 憶 手 段 を 備 え た こ と に よ り 、 選 択 手 段 に よ り あ る 操 作 部 か ら の 入 力 を 無 効 と し て い
る 際 に 通 電 を 遮 断 し て も 、 再 通 電 時 に は 前 回 の 設 定 を 継 続 す る こ と が で き 、 再 通 電 の 度 に
使 用 者 に よ っ て 再 設 定 す る と い っ た 手 間 を 省 く こ と で 、 使 い 勝 手 を 向 上 さ せ る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 第 ４ の 発 明 は 、 特 に 、 第 １ ～ 第 ３ の い ず れ か １ つ の 発 明 に お い て 、 表 示 手 段 を 備 え 、 選
択 手 段 に よ り 入 力 を 無 効 と し て い る 操 作 部 ま た は 操 作 部 の 組 を 表 示 す る こ と に よ り 、 入 力
を 無 効 と し て い る 操 作 部 ま た は 操 作 部 の 組 が 視 覚 的 に 明 確 に な り 、 使 い 勝 手 を 向 上 さ せ る
こ と が で き る 。
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【 ０ ０ １ ２ 】
　 第 ５ の 発 明 は 、 特 に 、 第 １ ～ 第 ４ の い ず れ か １ つ の 発 明 に お い て 、 操 作 部 の う ち 少 な く
と も 一 つ は 本 体 前 面 に 設 け た こ と に よ り 、 本 体 前 面 で 操 作 性 を 確 保 し つ つ 、 子 供 の 悪 戯 に
よ り ま た は 使 用 者 の 体 が 不 用 意 に 触 れ た な ど が 原 因 で 誤 操 作 が 起 こ り う る こ と を な く し 、
使 い 勝 手 が 良 く 、 安 全 性 が 確 保 で き る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 第 ６ の 発 明 は 、 特 に 、 第 １ ～ 第 ５ の い ず れ か １ つ の 発 明 に お い て 、 操 作 部 の う ち 少 な く
と も 一 つ は ト ッ プ プ レ ー ト ま た は ト ッ プ プ レ ー ト を 配 設 し た ト ッ プ フ レ ー ム 上 面 に 設 け た
こ と に よ り 、 ト ッ プ プ レ ー ト 上 面 部 で 操 作 性 を 確 保 し つ つ 、 調 理 中 に 調 理 容 器 や 使 用 者 の
手 が 不 意 に 触 れ る な ど が 原 因 で 誤 操 作 が 起 こ り う る こ と を な く し 、 使 い 勝 手 が 良 く 、 安 全
性 が 確 保 で き る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 第 ７ の 発 明 は 、 特 に 、 第 １ ～ 第 ６ の い ず れ か １ つ の 発 明 に お い て 、 加 熱 手 段 の う ち 少 な
く と も １ つ は 誘 導 加 熱 手 段 で あ る こ と に よ り 、 外 部 よ り 加 熱 手 段 に 対 し て 電 力 が 供 給 さ れ
て い る か 否 か が 分 か り に く い 誘 導 加 熱 手 段 に 対 し て も 誤 操 作 に よ る 加 熱 開 始 を 防 止 し 、 安
全 性 を 確 保 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。 な お 、 こ の 実 施 の
形 態 に よ っ て 本 発 明 が 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 （ 実 施 の 形 態 １ ）
　 図 １ 、 図 ２ は 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る 加 熱 調 理 器 を 示 す も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 １ に お い て 、 加 熱 調 理 器 の 外 郭 を 構 成 す る 本 体 １ １ の 上 面 は 耐 熱 性 ガ ラ ス 製 の ト ッ プ
プ レ ー ト １ ２ が ト ッ プ フ レ ー ム １ ３ に よ り 外 周 を 覆 わ れ て 設 け ら れ て い る 。 本 体 １ １ 内 の
ト ッ プ プ レ ー ト １ ２ の 下 面 に は 、 図 ２ に 示 し た 加 熱 手 段 １ ４ が 配 置 さ れ て い る 。 本 実 施 の
形 態 で は 、 加 熱 手 段 １ ４ は 、 誘 導 加 熱 に よ っ て 調 理 容 器 を 加 熱 す る こ と で 被 調 理 物 を 加 熱
す る ２ つ の 誘 導 加 熱 コ イ ル と 、 誘 導 加 熱 で は 使 え な い 調 理 容 器 を 用 い て 加 熱 す る ラ ジ ェ ン
ト ヒ ー タ よ り 構 成 さ れ て い る 。 ま た 、 ト ッ プ プ レ ー ト １ ２ の 上 面 上 に は 加 熱 手 段 １ ４ が 配
設 さ れ て い る 位 置 に 対 応 し て 、 ト ッ プ プ レ ー ト １ ２ 上 方 に 載 置 さ れ る 調 理 容 器 を 加 熱 す る
複 数 の 加 熱 部 １ ５ が 設 け ら れ て い る 。 す な わ ち 、 本 実 施 の 形 態 に お け る 誘 導 加 熱 部 １ ５ ａ
、 １ ５ ｂ お よ び ラ ジ ェ ン ト 加 熱 部 １ ５ ｃ で あ る 。 ト ッ プ プ レ ー ト １ ２ の 上 面 上 に は 、 そ れ
ぞ れ の 加 熱 手 段 １ ４ に 対 応 し て 設 け た 加 熱 調 理 を 行 う た め の 命 令 を 入 力 す る 操 作 部 １ ６ が
設 け ら れ て い る 。 こ の 操 作 部 １ ６ は 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 同 一 命 令 を 入 力 す る も の を 異 な
る 位 置 に 複 数 個 、 す な わ ち 左 右 に 別 け て ３ 個 づ つ 、 計 ６ 個 設 け て い る 。 な お 、 操 作 部 １ ６
は ト ッ プ プ レ ー ト １ ２ で は な く ト ッ プ フ レ ー ム １ ３ に 設 け る よ う に し て も 良 い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 本 体 １ １ の 内 部 に は 、 操 作 部 １ ６ へ の 入 力 操 作 を 検 知 す る 検 知 部 １ ７ と 、 検 知 部
１ ７ か ら の 信 号 に よ り 加 熱 手 段 １ ４ を 制 御 す る 制 御 手 段 １ ８ と 、 操 作 部 １ ６ の う ち 入 力 を
無 効 と す る も の を 選 択 す る 選 択 手 段 １ ９ と 、 選 択 手 段 １ ９ の 選 択 結 果 を 記 憶 す る 記 憶 手 段
２ ０ と が 設 け ら れ て い る 。 前 記 選 択 手 段 １ ９ は 、 例 え ば 、 通 常 操 作 と は 異 な る 操 作 、 す な
わ ち 選 択 さ れ た 操 作 部 １ ６ を 長 押 し す る 、 複 数 の 操 作 部 １ ６ を 同 時 押 し す る な ど に よ り 構
成 す る か 、 あ る い は 専 用 の 選 択 ス イ ッ チ を 設 け て 構 成 す る と 言 っ た も の で あ り 、 特 に 、 そ
の 手 段 は 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 次 に 、 上 記 加 熱 調 理 器 の 動 作 、 作 用 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 使 用 者 は 調 理 す る に 当 た っ て 、 そ の 調 理 に 適 し た 加 熱 部 １ ５ を 選 択 す る 。 い ま 、 左 側 の
誘 導 加 熱 部 １ ５ ａ を 選 択 し た と す る 。 使 用 者 は 調 理 容 器 を 誘 導 加 熱 部 １ ５ ａ に 載 置 し た 後
、 誘 導 加 熱 部 １ ５ ａ の 加 熱 開 始 に 相 当 す る 操 作 部 １ ６ を 押 圧 す る と 、 検 知 部 １ ７ が こ れ を
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検 知 し 、 制 御 手 段 １ ８ が 誘 導 加 熱 コ イ ル に 通 電 を 指 示 す る こ と で 加 熱 が 開 始 す る 。 こ こ で
、 左 手 で 調 理 容 器 を 持 ち 調 理 を 行 う 使 用 者 に と っ て は 、 操 作 部 １ ６ が 右 側 に あ っ た 方 が 使
い 勝 手 が 良 く 、 ま た 、 左 側 の 操 作 部 １ ６ は 調 理 容 器 が ず れ た 場 合 に 調 理 容 器 の 底 部 に よ っ
て 誤 操 作 さ れ る 可 能 性 が あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 そ こ で 、 例 え ば 、 使 用 者 は 右 側 に 配 置 し た ３ 個 の 操 作 部 １ ６ の う ち ２ 個 同 時 に 押 圧 す る
。 こ れ に よ り 選 択 手 段 １ ９ が 動 作 し 左 側 に 配 置 し た ３ 個 の 操 作 部 １ ６ か ら の 入 力 は 無 効 と
な る 。 な お 、 選 択 手 段 １ ９ に よ る 選 択 方 法 は 、 先 に 記 述 し た よ う に 操 作 部 １ ６ の ２ 個 同 時
押 圧 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 実 施 の 形 態 に お い て は 、 操 作 部 １ ６ を 選 択 す る 選 択 手 段 １ ９ を 備 え る
こ と に よ り 、 使 用 者 に と っ て 使 い 勝 手 の 良 い 操 作 部 １ ６ の 位 置 で 加 熱 調 理 器 を 使 用 す る こ
と が で き る 。 な お 、 猫 な ど の 小 動 物 が 操 作 部 １ ６ 上 を 歩 く こ と に よ り 、 使 用 者 の 知 ら な い
間 に 加 熱 手 段 １ ４ が 動 作 す る よ う な 不 側 事 態 防 止 に も 、 選 択 手 段 １ ９ に よ る 選 択 に よ っ て
対 応 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 記 憶 手 段 ２ ０ は 選 択 結 果 を 記 憶 す る こ と が 可 能 と な る の で 、 あ る 操 作 部 １ ６ を 無
効 と し た 状 態 で 通 電 が 遮 断 し た 場 合 に は 、 再 通 電 す る と 前 回 の 設 定 を 継 続 さ せ る こ と が で
き る 。 こ れ に よ り 、 再 通 電 の 度 に 使 用 者 が 設 定 を 行 う 手 間 を 省 く こ と が で き 、 使 い 勝 手 は
向 上 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 ト ッ プ プ レ ー ト １ ２ 上 面 上 に 操 作 部 １ ６ を 設 け た 場 合 を 示 し
た が 、 操 作 部 １ ６ を 本 体 １ １ 側 面 左 右 に 設 け る 場 合 に は 、 加 熱 調 理 器 に 対 す る 使 用 者 の 立
ち 位 置 に よ っ て は 操 作 部 １ ６ に 身 体 が 触 れ て 誤 操 作 す る こ と が 予 想 さ れ る の で 、 立 ち 位 置
側 の 操 作 部 １ ６ を 無 効 と す る こ と で 調 理 中 の 誤 操 作 を 防 ぐ こ と が で き 、 安 全 性 が 確 保 で き
る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 加 熱 手 段 １ ４ を 誘 導 加 熱 手 段 お よ び ラ ジ ェ ン ト ヒ ー タ で 構 成
し た が 、 加 熱 手 段 は ハ ロ ゲ ン ヒ ー タ や シ ー ズ ヒ ー タ な ど の 電 気 抵 抗 に よ る も の や 、 ガ ス コ
ン ロ で あ っ て も 同 様 の 効 果 を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 操 作 部 １ ６ を 左 右 に 別 け て ３ 個 づ つ 、 ２ 箇 所 に 設 け た が 、 同
一 命 令 を 行 う 操 作 部 １ ６ は ２ 箇 所 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 さ ら に 、 操 作 部 １ ６ と し て
は 、 同 一 命 令 を 入 力 す る も の を 複 数 箇 所 に 設 け た 場 合 に つ い て 説 明 し た が 、 こ れ に 限 ら れ
る も の で は な い 。 す な わ ち 加 熱 手 段 １ ４ に 対 応 す る ３ 個 の 操 作 部 １ ６ を １ 箇 所 に の み 設 け
た 場 合 （ 操 作 部 を す べ て ト ッ プ プ レ ー ト 上 面 に 設 け た 従 来 の も の に 相 当 ） に お け る ３ 個 の
操 作 部 １ ６ 間 に お い て も 、 選 択 手 段 １ ９ を 備 え る こ と に よ り 、 他 の 操 作 部 １ ６ か ら の 入 力
を 無 効 と す る よ う に で き る 。 こ の 場 合 に お い て も 、 本 実 施 の 形 態 と 同 様 な 効 果 が 得 ら れ る
。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 （ 実 施 の 形 態 ２ ）
　 図 ３ 、 図 ４ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ に お け る 加 熱 調 理 器 を 示 す も の で あ る 。 実 施 の 形
態 １ と 同 一 要 素 に つ い て は 同 一 符 号 を 付 し て 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 本 実 施 の 形 態 に お い て は 、 操 作 部 １ ６ が 、 第 １ の 操 作 部 の 組 １ ６ ａ と 第 ２ の 操 作 部 の 組
１ ６ ｂ と に 組 別 け さ れ て い る も の で あ る 。 前 記 第 １ の 操 作 部 の 組 １ ６ ａ は 、 本 体 １ １ の 前
面 部 に 開 閉 収 納 式 と な る よ う に 構 成 さ れ 、 第 １ の 操 作 部 の 組 １ ６ ａ に お け る 操 作 に 応 じ て
各 種 状 態 を 表 示 す る 表 示 手 段 ２ １ が 併 設 さ れ て い る 。 ま た 、 第 ２ の 操 作 部 の 組 １ ６ ｂ は 、
ト ッ プ プ レ ー ト １ ２ の 上 面 上 に 設 け ら れ て い る 。 そ し て 、 操 作 部 の 組 １ ６ ａ 、 １ ６ ｂ は 、
同 一 命 令 を 入 力 す る も の で あ り 、 選 択 手 段 １ ９ に よ り 選 択 さ れ た 操 作 部 の 組 １ ６ ａ ま た は
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１ ６ ｂ か ら の 入 力 を 無 効 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 な お 、 実 施 の 形 態 １ に お い て は 図 示 し て い な か っ た が 、 加 熱 手 段 １ ４ は 、 誘 導 加 熱 に よ
っ て 調 理 容 器 を 加 熱 す る こ と で 被 調 理 物 を 加 熱 す る ２ つ の 誘 導 加 熱 コ イ ル １ ４ ａ 、 １ ４ ｂ
と 、 誘 導 加 熱 で は 使 え な い 調 理 容 器 を 用 い て 加 熱 す る ラ ジ ェ ン ト ヒ ー タ １ ４ ｃ よ り 構 成 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 次 に 、 上 記 加 熱 調 理 器 の 動 作 、 作 用 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 使 用 者 は 調 理 す る に 当 た っ て 、 そ の 調 理 に 適 し た 加 熱 方 式 を 選 択 す る 。 い ま 、 誘 導 加 熱
部 １ ５ ａ を 選 択 し た と す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 使 用 者 は 調 理 容 器 を 加 熱 部 １ ５ に 載 置 し た 後 、 第 ２ の 操 作 部 の 組 １ ６ ｂ に あ る 誘 導 加 熱
部 １ ５ ａ の 加 熱 開 始 に 相 当 す る 操 作 部 を 押 圧 す る と 、 検 知 部 １ ７ が こ れ を 検 知 し 、 制 御 手
段 １ ８ が 誘 導 加 熱 コ イ ル １ ４ ａ に 通 電 を 指 示 し 、 加 熱 が 開 始 さ れ る 。 使 用 者 が 加 熱 調 理 器
か ら 目 を 離 す 時 、 使 用 者 は 第 １ の 操 作 部 の 組 １ ６ ａ に あ る 操 作 部 を 、 例 え ば 、 ３ 秒 間 長 押
し す る 。 こ の よ う に す る こ と で 選 択 手 段 １ ９ よ り 第 １ の 操 作 部 の 組 １ ６ ａ か ら の 入 力 を 無
効 と し 、 表 示 手 段 ２ １ は 第 １ の 操 作 部 の 組 １ ６ ａ が 無 効 と な っ て い る こ と を 表 示 す る 。 選
択 手 段 １ ９ に よ る 選 択 方 法 に つ い て は 、 実 施 の 形 態 １ で 説 明 し た と お り 、 限 定 さ れ る も の
で は な い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ こ で 、 使 用 者 が 加 熱 調 理 器 か ら 目 を 離 し て い る 間 に 子 供 が 加 熱 調 理 器 に 近 づ き 、 使 用
者 の 予 測 通 り 手 の 届 く 第 １ の 操 作 部 の 組 １ ６ ａ に あ る 操 作 部 を 押 圧 す る こ と で 遊 び 始 め て
も 、 第 １ の 操 作 部 の 組 １ ６ ａ か ら の 入 力 は 無 効 と な っ て い る の で 、 加 熱 調 理 器 は 子 供 の 悪
戯 に 対 し て 何 ら 影 響 を 受 け な い 。 ま た 、 逆 に 、 第 ２ の 操 作 部 の 組 １ ６ ｂ か ら の 入 力 を 無 効
と す る こ と も 同 様 に 選 択 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 実 施 の 形 態 に お い て は 、 複 数 あ る 操 作 部 １ ６ ａ 、 １ ６ ｂ の 組 の う ち 使
用 者 に よ っ て 入 力 を 無 効 と す る 操 作 部 の 組 １ ６ ａ ま た は １ ６ ｂ を 選 択 す る 選 択 手 段 １ ９ を
備 え る こ と に よ り 、 使 用 者 が 加 熱 調 理 器 か ら 目 を 離 し た 間 に 第 １ の 操 作 部 の 組 １ ６ ａ を 子
供 が 悪 戯 し て 触 っ た り 、 調 理 中 に 誤 っ て 第 ２ の 操 作 部 の 組 １ ６ ｂ に 手 が 触 れ た り 小 動 物 が
第 ２ の 操 作 部 の 組 １ ６ ｂ 上 を 踏 ん だ り し た と し て も 、 加 熱 手 段 １ ４ が 勝 手 に 通 電 や 入 力 電
力 の 変 更 を さ せ る こ と な く 、 安 全 が 確 保 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 な お 、 本 実 施 の 形 態 に お い て も 、 実 施 の 形 態 １ に お け る 記 憶 手 段 ２ ０ を 備 え る こ と が で
き る も の で あ り 、 逆 に 、 本 実 施 の 形 態 に お け る 表 示 手 段 ２ １ を 実 施 の 形 態 １ に 備 え る こ と
も で き る 。 こ の よ う に 、 各 実 施 の 形 態 そ の も の に 限 ら れ る も の で は な く 、 必 要 に 応 じ て 適
宜 組 み 合 わ せ る こ と が で き る も の で あ る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 発 明 に か か る 加 熱 調 理 器 は 、 使 用 者 に と っ て 操 作 部 の 誤 操 作 を な く す
こ と が で き 、 使 い 勝 手 が 良 く 、 安 全 性 が 確 保 で き る も の で あ る の で 、 一 般 キ ッ チ ン や 業 務
用 な ど に 用 い ら れ る 加 熱 調 理 器 だ け で な く 、 操 作 部 を 有 す る 調 理 機 器 全 般 に 適 用 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る 加 熱 調 理 器 の 平 面 図
【 図 ２ 】 同 加 熱 調 理 器 の 加 熱 制 御 を 示 す ブ ロ ッ ク 図
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ に お け る 加 熱 調 理 器 の 分 解 斜 視 図
【 図 ４ 】 同 加 熱 調 理 器 の 加 熱 制 御 を 示 す ブ ロ ッ ク 図
【 符 号 の 説 明 】
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【 ０ ０ ３ ８ 】
　 １ １ 　 本 体
　 １ ２ 　 ト ッ プ プ レ ー ト
　 １ ３ 　 ト ッ プ プ フ レ ー ム
　 １ ４ 　 加 熱 手 段
　 １ ５ 　 加 熱 部
　 １ ６ 　 操 作 部
　 １ ６ ａ 　 第 １ の 操 作 部 の 組
　 １ ６ ｂ 　 第 ２ の 操 作 部 の 組
　 １ ７ 　 検 知 部
　 １ ８ 　 制 御 手 段
　 １ ９ 　 選 択 手 段
　 ２ ０ 　 記 憶 手 段
　 ２ １ 　 表 示 手 段
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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